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	平成5年6月の天皇皇后両陛下の御成婚を記念し、再整備することとなり、平成5年７月「皇居外苑和田倉噴水公園施設整備に関する懇談会」が設置され、その再整備基本構想が検討されました。
	江戸のまちは、日比谷入江の埋め立てや外濠の整備など江戸城の建設とまちづくりが一体的に進められ、和田倉噴水公園の位置は、日比谷入江内に位置していました。
	「和田倉」と呼ぶようになったのは、慶長12年頃からと言われており、名の由来は、海の名称「わた」からきたもの。日比谷の入り江がここに及び、その入江にのぞんで倉がならんでいたので、あわせてこの地を和田倉と呼ぶようになったとされています。（一般財団法人国民公園協会HPより）
	同懇談会は、平成５年10月に報告書をとりまとめ、大噴水に加え、和田倉地区全体を一つの小公園区画として整備することが適切との観点から提言を行っており、これを踏まえ、噴水公園の整備を進めることとなりました。
	和田倉地区が水と緑で構成された表情豊かで風格のある空間として、末永く国民の皆さんに親しんでいただけるよう配慮され、「継続と新たな発展」をテーマに再整備し、平成7年6月に完成しました。
	昭和３４年4月に、皇太子殿下と美智子妃殿下はご結婚の式典をあげられ、当日元首相吉田茂氏を会長とする財団法人皇太子御結婚記念大噴水建設委員会から、大噴水を皇居前広場に建設する計画が発表されました。
	和田倉噴水公園がある地域は、江戸時代には、「和田倉御門内」あるいは「馬場先御門内」、「西丸下」などと呼ばれていました。
	昭和３５年4月に、日本国立公園協会副会長であった田村剛博士から設計プランが明らかにされ、５月から土木工事を間組が、機械、動力照明工事一式を日立製作所が担当しました。
	江戸幕府にとって重要な地位をしめた大名の居住地であり、この地域の開発は、家康入府後すぐに進められたと考えられ、譜代大名の屋敷として割り与えられていました。
	昭和36年4月に、皇太子殿下ご夫妻のご結婚２周年記念日を期して、盛大な竣工式を行い、一般公開されました。
	江戸から明治まで、この土地の変遷は、大名屋敷、厩（うまや：馬を飼育するための小屋）等を経て、明治には内務省図書館が設置されていました。

